
  

 
平成 17 年 10 月 25 日 

各  位 
 

会 社 名 東 京 製 綱 株 式 会 社  
代表者名 取締役社長 田 中 重 人   

（コード番号 5981 東証第 1 部）  
問合せ先  総務部長 佐 藤 和 規   

（ TEL． 03－3211－2851 ）  
 

業績予想修正に関するお知らせ 
 
 
最近の業績の動向を踏まえ、平成 17 年 5 月 20 日の前期決算発表時に公表いたしました平成１８

年３月期の中間および通期の業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 
１． １８年３月期中間業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 17 年 9 月 30 日） 

(単位：百万円) 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） ２２,０００ ６００ ２００

今回修正予想（Ｂ） ２３,１００ ６４０ ２１０

増減額（Ｂ－Ａ） １,１００ ４０ １０

増減率（％） ５.０％ ６.７％ ５.０％

（ご参考） 
前期実績（平成17年3月中間期） ２２,１７４

 
７５９ △１１８

 
 

２． １８年３月期連結中間業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 17 年 9 月 30 日） 
(単位：百万円) 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） ３１,７００ １,４５０ ９５０

今回修正予想（Ｂ） ３２,１００ １,４７０ ８３０

増減額（Ｂ－Ａ） ４００ ２０ △１２０

増減率（％） １.３％ １.４％ △１２.６％

（ご参考） 
前期実績(平成 17 年 3 月中間期) ３０,５８４

 
１,１９４ １３９

 
 
３． １８年３月期通期業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日） 

(単位：百万円) 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） ４７,５００ ２,０００ １,０００

今回修正予想（Ｂ） ４８,５００ ２,０００ １,０００

増減額（Ｂ－Ａ） １,０００ ０ ０

増減率（％） ２.１％ － －

（ご参考） 
前期実績(平成 17 年 3 月期) ４８,７３３

 
２,２３５ ９４４



  

 
４． １８年３月期連結通期業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日） 

(単位：百万円) 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） ６９,５００ ４,４００ ２,４００

今回修正予想（Ｂ） ７０,０００ ４,４００ ２,４００

増減額（Ｂ－Ａ） ５００ ０ ０

増減率（％） ０.７％ － －

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年 3 月期） ６９,１０１

 
４,１８７ ２,２７９

 
 
５．修正の理由 

当期は新中期経営計画「ネクスト７７１」の中間年に当たることから、目標の実現に向けて

鋭意施策の具体化と実行に取組んでおります。このような位置付けにある当中間期並びに通期

の業績見通しの前回との主な変更点は次の通りであります。 
 
(１) 当中間期の売上高につきましては、連単とも、公共投資縮減の影響による落石防護施設

の売上減等があるものの、エレベーター等ワイヤロープの向け先構成の改善、スチールコ

ード・産業機械部門の売上増などにより､既公表値を上回る見込みであります。 
 
(２)  当中間期の経常利益につきましては、連単とも、ワイヤロープ、スチールコード、産業

機械部門の売上増等の増益要因があったものの、公共投資関連の減益要因もあり、ほぼ既

公表通りとなる見込みであります。 
 

(３) 当期純利益につきましては、当中間期において予定通り固定資産の減損処理を実行して

おり、単体はほぼ計画通りとなる見通しでありますが、連結子会社の繰延税金資産の計上

が当初見通しより少なくなったことから、連結については既公表値を下回る見込みであり

ます。 
 
(４) 通期の売上高は、中間期同様の理由で増加する見込みであります。経常利益、当期純利

益につきましては、公共投資の縮減・原燃料の高騰等事業環境の厳しさは依然続くと想定

されますが、コスト切下げ等ネクスト７７１の諸施策への取組みによってそれを克服する

こととし、既公表通りとしております。 
 
 

                      以上 


